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Ⅰ－１．地域間産業連関表の見方 
本章では、「地域間産業連関表」の「枠組み」（フレームワーク）自体に着目

して、その基礎的な理解を深めることにしよう。その具体として、まず、Ⅰ－

１．では、「地域間産業連関表」の見方として、表の構成と表の形式についての

必要不可欠な説明を試みることにより、その見方に裏づけられた原表の読み取

りと更なる拡充強化への方途を探る道標としたい。 

つぎに、Ⅰ－２．では、「地域間産業連関表」を作成する上での「一次統計」

の利用可能性について考察する。なお、ここでの「一次統計」とは、統計を作

成することを目的として行われる調査から得られる統計のことであり、また、

このような「一次統計」を加工して作成される「二次統計」とは、明確に区別

される。そこで、「地域間産業連関表」の構成要素であるデータに関わる信頼性

の検証を十分に行っておく必要がある。また、その具体として、「地域間産業連

関表」の作成の際に、「地域ベース」により作表作業を行うのか（すなわち、「ボ

トムアップ方式」といわれる）、それともより上位の統計に準拠して作表作業を

行うのか（すなわち、「トップダウン方式」といわれる）についての相互比較に

ついての説明も補足される。 

さらに、Ⅰ－３．では、「地域」と「産業」の相互依存関係をひとつの「枠組

み」（フレームワーク）のなかに凝縮された「地域間産業連関表」自体の構成と

形式がもたらす政策的な意義について再考する。概念上、この点について解明

するために、いま、地域区分を所与とした場合の「地域別産業分類」によって

作表される場合（これは、通常の「地域間産業連関表」に対応する）と、産業

分類を所与とした場合の「産業別地域編成」によって作表される場合（これは、

「産業間地域連関表」と呼ばれるべきものに対応する）とを相互に比較検討し、

その両者の形式的な違いを明らかにするとともに、その意味づけの違いについ

ても考察を深めることにしたい。 

なお、本章末には、《補論１》として、かかる「地域別産業分類」と「産業別

地域編成」との相互関連のなかで、産業分類と地域編成の関係の組み換えを行

った代表的な先行研究と考えられる「レオンチェフの地域バランス・モデル」

の基本的な考え方に着目して、その今日的な意義について考察した重要な帰結
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Ⅱ－３．「地域間」交易係数と「産業間」取引係数 
ここで改めて「交易係数」（Trade coefficient）の意味とその考え方について

説明を加えておくことにしよう。 
 
地域区分を所与とした場合の「地域別産業分類」によって作表を行う場合と、

産業分類を所与とした「産業別地域区分」によって作表を行う場合では、投入

産出表の意味するところが異なるということは、すでにⅠ－３．「地域別産業分

類」と「産業別地域編成」において言及した。そこで、本章では、「中部圏地域

間産業連関表」(2005 年版)を用いて作成された 3 地域 3 部門表と 3 部門 3 地域

表との相互比較を行うことにしよう。すなわち、その両表の「交易（取引）係

数」を導出することにより、2 つの表から浮かび上がる交易構造を考察すること

にしよう。 
つぎの表 10 は、「中部圏地域間産業連関表」の地域区分を、愛知県・岐阜県・

三重県・静岡県・長野県の「中部 5 県」と、富山県・石川県・福井県・滋賀県

の「北陸 3 県・滋賀県」、そして「その他全国」の 3 地域に集約して、また、95
部門の産業分類を「第 1 次産業」、「第 2 次産業」、「第 3 次産業」の 3 つの産業

部門に集約して作成された 3 地域区分 3 産業分類の「地域間産業連関表」とな

っている。 
さらに、つぎの表 11 は、3 産業分類を基準にした 3 地域区分の産業連関表で

ある。また、図３の上段は、当該３地域間交易を、図３の下段は、当該３産業

間取引を、それぞれ図式化したものである。 
 
そこで、表 10 および図 3 の内容を要約すると、つぎのようになる。 

すなわち、中部 5 県の自地域内交易の比率は、全交易額(すなわち、中間需要額

＋地域内最終需要額)の 11.6％であり、北陸 3 県および滋賀県の自地域内交易の

比率は 2.5%であり、その他全国の自地域内交易の比率は、全交易額の 75.3％で

ある。 
 
また、地域間交易の比率は、つぎのとおりである。 

すなわち、中部 5 県から北陸 3 県および滋賀県への移出額の比率は 0.1%、北陸

3 県および滋賀県から中部 5 県への移出額の比率は 0.1%、中部 5 県からその他

全国への移出額の比率は 4.3％、その他全国から中部 5 県への移出額の比率は

4.2％、北陸 3 県および滋賀県からその他全国への移出額の比率は 0.9%、その他

全国から北陸 3 県およびその他全国への移出額の比率は 1.0%である。 
 
さらに、表 11 および図 3 の内容を要約すると、つぎのようになる。 

すなわち、第 1 次産業、第 2 次産業、第 3 次産業という 3 産業の自産業内交易

の比率は、全交易額（すなわち、中間需要額+地域内最終需要額）に対する各産

業内交易額の比率であり、農林水産業が 0.2％、第 2 次産業が 18.7％，サービス

その他が 44.3％である。 
また、産業間取引比率に着目すると、第 1 次産業から第 2 次産業への取引比

率は 0.8％、第 1 次産業から第 3 次産業への取引比率は 0.5%である。第 2 次産
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Ⅱ－３．「地域間」交易係数と「産業間」交易係数 
ここで改めて「交易係数」（Trade coefficient）の意味とその考え方について

説明を加えておくことにしよう。 
 
地域区分を所与とした場合の「地域別産業分類」によって作表を行う場合と、

産業分類を所与とした「産業別地域区分」によって作表を行う場合では、投入

産出表の意味するところが異なるということは、すでにⅠ－３．「地域別産業分

類」と「産業別地域区分」において言及した。そこで、本節では、「中部圏地域

間産業連関表」(2005 年版)を用いて作成された 3 地域 3 部門表と、3 部門 3 地

域表を相互比較を試みながら、その両者の表の「交易係数」を導出することに

より、2 つの表から浮かび上がる交易構造を考察することにしよう。 
つぎの表 10 は、「中部圏地域間産業連関表」の地域区分を、愛知県・岐阜県・

三重県・静岡県・長野県の「中部 5 県」と、富山県・石川県・福井県・滋賀県

の「北陸 3 県・滋賀県」、そして「その他全国」の 3 地域に集約して、また、95
部門の産業分類を「第 1 次産業」、「第 2 次産業」、「第 3 次産業」の 3 つの産業

部門に集約して作成された 3 地域区分 3 産業分類の「地域間産業連関表」とな

っている。 
さらに、つぎの表 11 は、3 産業分類を基準にした 3 地域区分の産業連関表で

ある。また、図３の上段は、当該３地域間交易を、図３の下段は、当該３産業

間交易を、それぞれ図式化したものである。 
 
そこで、表 10 および図 3 の内容を要約すると、つぎのようになる。 

すなわち、中部 5 県の自地域内交易の比率は、全交易額(すなわち、中間需要額

＋地域内最終需要額)の 11.6％であり、北陸 3 県および滋賀県の自地域内交易の

比率は 2.5%であり、その他全国の自地域内交易の比率は、全交易額の 75.3％で

ある。 
 
また、地域間交易の比率は、つぎのとおりである。 

すなわち、中部 5 県から北陸 3 県および滋賀県への移出額の比率は 0.1%、北陸

3 県および滋賀県から中部 5 県への移出額の比率は 0.1%、中部 5 県からその他

全国への移出額の比率は 4.3％、その他全国から中部 5 県への移出額の比率は

4.2％、北陸 3 県および滋賀県からその他全国への移出額の比率は 0.9%、その他

全国から北陸 3 県およびその他全国への移出額の比率は 1.0%である。 
 
さらに、表 11 および図 3 の内容を要約すると、つぎのようになる。 

すなわち、第 1 次産業、第 2 次産業、第 3 次産業という 3 産業の自産業内交易

の比率は、全交易額（すなわち、中間需要額+地域内最終需要額）に対する各産

業内交易額の比率であり、農林水産業が 0.2％、第 2 次産業が 18.7％，サービス

その他が 44.3％である。 
また、産業間交易比率に着目すると、第 1 次産業から第 2 次産業への交易比

率は 0.8％、第 1 次産業から第 3 次産業への交易比率は 0.5%である。第 2 次産

業から第 1 次産業への交易比率は 2.7％、第 2 次産業から第 3 次産業への交易比
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表 12 地域間交易係数 

 
 
 

表 13 産業間取引係数 

 
  

32 
 

 
表 12 地域間交易係数 

 
 
 

表 13 産業間取引係数 

 
  



33 
 

4  

 
  
  
  
  



-34- 
 

5  

  
  
    



-35- 
 

22   SStone RRAS   

Input coefficient

RAS  
RAS

RAS

R. Stone
RAS

RAS

 
R. Stone(1961) Stone and Brown(1962)

(SAM)
RAS

RAS  
 

RRAS   
R.Stone(1913-1991) (System of National Accounts

SNA)
Stone

RAS  
Stone and Brown(1962) 1959

Social Accounting Matrix SAM
RAS 4

                                      
4) R. Stone and J.A.C. Brown(1962),”A Long-Term Growth Model For The British 
Economy,” in R.C. Geary(ed.), Europe’s Future in Figures,North-Holland Publishing 
Company-Amsterdam, pp.294-295  

)  
Stone 1954 1960

1961 1959

6
 



-36- 
 

 
 

6  

 
) ( )

 
(2008),40 , . 

 
Stone

1959 Stone
3

(1) (2)

( ) (3)  

p

 
                                                           =       ((2--11--11) 
 

1
AA AA

 

AA AA



-37- 
 

 
 =                                                                              =                    ((2--11--22)  rr ss  

 

 
 = ((2--11--33) = ((2--11--44)  qq

 qq
 

 = ((2--11--55) 

 
 = ((2--11--66) 

 (2-1-6)
(2-1-4)

 
  = ((2--11--77)   = ((2--11--88) 
 

W. Edward Deming

(n+1)  
 ( + + ) =  + ((2--11--99) 

((2--11--99)



-38- 
 

((2--11--33) ((2--11--44)
 

 = ((2--11--110) 
((2--11--110) ((2--11--22) j

k (4-10) (4-2)
 = ss=

((2--11--110) AA (4-2) AA
 

 
 

RAS
 

Oosterhaven, Piek, and Stelder(1986)
RAS 1)RAS 2

2)
RAS

(3)RAS
 

Oosterhaven

R
2 RAS

7
 

 
  



-39- 
 

7  

Oosterhaven, Piek, and Stelder(1986),p.59, Figure 1. 
 

 
7  

7 2  
 
 

 
RAS

2
 



-40- 
 

) RAS  
 

 
 
 

RAS  
ii pp (( ))  

 
 
 

 

3
3

 

5

                                      
5) Oosterhaven, Piek, and Stelder(1986), Theory and Practice of Updating 

)  



-41- 
 

RRAS   
Eding et.al.(1999)

RAS
 

RAS DEBRIOT
U

 

DEBRIOT Rectangular Method
Stone RAS

Supply tables

  
DEBRIOT

RAS  
 

DEBRIOT (RSC’s) RPC’s
 

RPC’s

( Boomsma and Oosterhaven,1992 )

 

DEBRIOT
DEBRIOT  

S U

Eding et al.(1999)
(Rectangular Accounting 

Framework) 6

                                                                                                             
Regional versus Interregional Interindustry Tables, Papers of the Regional 
Science Association, Vol.59, 1986, pp.59-61. 

)  

6) 2011 7 CIRAC IO



-42- 
 

 
S U

S ( ) i c
S

S
(m) U i c

( ) (x) (Y) f
c ( ) U ( )

i v  

(
)

 
S U 2

i (S )
i  (U g
)  

 g=Vi=[i U i Y]  (2-2-1) 
i  
S U

S c U
c  

 q =i V m =[Ui Ei x] (2-2-2) 
S U

U
S U

S U
                                                                                                             

(CBS) Gerard 
Eding and Henk Nijmeijer(2011) Dutch Regional I-O tables: A Rectangular 
Approach  
 



-43- 
 

 
8 ( )

S U S
( r )

k ( = )
U ( )

k (( = )
 

U 1 ( )
S 1 ( ) 1

 
 

8  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Source: Eding et al.(1999), Figure 12.1 
 

 
 

S U
 

 



-44- 
 

gr Vri [i Ur + i Yr] (2-2-3)  
 

 
 
(q ) i Yr + (mr) + (t ,r) [Uri Eri xr tr, ] (2-2-4) 
 

2-2-3 (2-2-4) 7 r
 

S U

 
 grr Vrir i Urr + i Yrr i U i Y =g (2-2-5) 
 

 
 q i + q +  i V m + q (2-2-6) 
 

(2-2-4) r  q U t ,  

= U t [q +t ]) (2-2-7) 
 

(2-2-6) (2-2-7)
 

 t t (2-2-8) 
 
 

R.Stone RAS
RAS

 
DEBRIOT Rectangular Method

Stone RAS



-45- 
 

Supply tables

Stone RAS  
 
    



-46- 
 

  
  

    
  

  
  

  

 
2

Location Quotient

 
3

Hypothetical Extraction Method

With-Without Comparison  
 

    



-47- 
 

Location Quotient LQ

=

         ÷ ( )



-48- 
 



-49- 
 

 

 



-50- 
 



-51- 
 



52 
 



-53- 
 

5.64%

6.27%

2.97%3.34%

2.91%

3.77%

0.67%
0.34%

0.68%
0.43%

0.48%0.35%

1.00%
0.99%

1.25%

0.75%



-54- 
 



-55- 
 

  

19

 
 

(428,909 )
(12,100 ) (11,230 )

(10,052 ) (7,337 )
930,367  

 

(436,782 )
(19,769 ) (18,290 )

(7,610 )
254,324  



-56- 
 



-57- 
 

 
  



-58- 
 

 
 

 

  
  

(2005 )
3 3

Hypothetical Extraction Method



-59- 
 

 

 

(Hypothetical Extraction Method)
 

Miller and Blair(2009, Ch.12)

n
( )
 

(2003)

(hypothetically)
(extract) ( )

( )



-60- 
 

( )
( ,2003,130 ) 

 
  

22   
21 2 3 3

5 ( , ,
, , ) 3 ( , , ) 3

1 3  
22 2 3 3

5 2
87,450,386 43,295,411

3
 

 
21 3 3 ( 2 ) 

 
 

22 3 3 ( 2 ) 

 
 

2 5
 



-61- 
 

  
11   

1
 

 
23 3 3 ( 1 ) 

 
 

24 3 3 ( 1 ) 

 

23 1 3 3
 

24 1 3 3

5 1 ( 1,498,123
1,147,900 ) 3

1
5 1

  

 
 

 
 
 



-62- 
 

25 3 3 ( ) 

 
 

26 3 3 ( ) 

 
 

25 3 3
26 3 3

3

 
 

  

 
 

27 3 3 ( ) 

 
 
 



-63- 
 

28 3 3 ( )  

 
 

27 3 3
28 3 3

5 ( 1
1,498,123 2 87,450,386 3 73,294,325

) 5 ( 1 1,068,149 2
43,014,358 3 36,931,630 )

3 2 3
5 3
 

 

3
 

  



-64- 
 

 
                                         

                         
                         
 

  
  

11  

33

 
 

22  



-65- 
 

Skyline Map
W. Leontief ”Self-Sufficiency 

Chart”

                                      
7 W.Leontief(1963), “The Structure of Development,” in Input-Output 
Economics, Second Edition, Oxford University Press, pp.180-181. 

XXdd

XXdd BB FFdd (BB FFdd ) 
 

XXee

XXee BB ee (BB FFee ) 
 

XXmm  
XXmm BB FFmm (BB FFmm ) 

 
( ) (XX XXdd ) 100 (XX ) 

( ) (XXee XXdd ) 100 
( ) (XXmm XXdd ) 100 



-66- 
 

 

(2011) (2005 )  
 

15  

 
Ray  

 

100%

50%

150%

200%

250%
20%%

%
0%

01 
02 
03 
04 
05 
06 
07 
08 
09 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
81 
82 
83 
84 
85 
86 
87 
88 
89 
90 
91 
92 
93 
94 
95 

100%

150%

200%

250%

300%

350%

400%

450%

50%

0%

20% 40% 60% 80%



-67- 
 

15
 

 
20.1 30.7 63.7  

191.1  
10.9 32.2 42.2  

117.3  
2.6 0.0 3.1  

103.1  
2.0 33.0 47.3  

127.1  
1.6 66.2 77.5  

150.2  
1.6 72.1 78.5  

129.6  
1.5 59.5 69.3  

131.9  
1.4 25.2 50.2

150.3  
  

Location Quotients LQ

29

 

 



-68- 
 

16 (LQ)

  
  

33   

 
  

 

 

 

 
 

 



-69- 
 

 
 

(1)

(2)
 

 

 

 
17

( ) ( ) (
)  

 
17  

 

Aichi 1
Transportation  equipment

Toyama
Transportation  equipment

Fukui
Transportation  equipment

Nagano
Transportation  equipment

Gifu
Transportation  equipment

Shizuoka
Transportation  equipment Mie

Transportation  equipment

Shiga
Transportation  equipment

ROJ
Transportation  equipment

Gifu
Non-ferrous metals

Gifu
Iron and steel

Aichi
Mining

Aichi
Chemical products

Aichi
Petroleum and coal 
products 

Aichi
Ceramic, stone and 
clay products

Aichi
Iron and steel

Aichi
Non-ferrous metals

Aichi
Electronic components

Aichi
Precision instruments

Aichi
Electricity, gas and heat supply

Aichi
Commerse

Aichi
Finance and
Insurance

Aichi
Transport

Aichi
Information and 
Communication

ROJ
Iron and steel

ROJ
Non-ferrous metals



-70- 
 

  
 

 
 

2005
 

 

 
 

  

2011

29

24
24 22

23
13

 
 



-71- 
 

2005

Descriptive device
Analytical tool  

 
  

 
 

  
 

 
APL Average  

Propagation Length  
 

 
 

 
 

APL 
Average Propagation Length  

 
 

 
  

 
 



-72- 
 

 
 
 

 
 

  
24  

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

  
 

 
 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 
 
 

 

Virtual water
 

 

9



-73- 
 

JR 2027

 

2011 3 11

 
 

19 2011 10

 
 
 

  
  

 

3

 
 

 
 

Geoffrey J.D. Hewings CIRAC
 



-74- 
 

 

MRIO-model CGE-model

Fragmentation Hollowing-out

8

                                      
8)  Geoffrey J.D. Hewings “Spillovers from Economic Development: an 
Interregional Perspective,” A Keynote Speech of “How to Compile and Utilize 
an Interregional Input-Output Table?, Chubu Industrial and Regional 
Advancement Center Research Forum, May 20, 2011.” 

)  
 

2011 7 IO

2 RAS

(DEBRIOT, Rectangular Method) U V

 
 

Bi-proportional Method
Smart City

Stochastic Productivity Frontier Analysis 

 
 

(2005 )
 

 



-75- 
 

ex-post

ex-ante
 

 
2012 5 CIRAC 2012 7

I-O

 
  
    



-76- 
 

  
 

 

 

 

 
 

 

 
 

(2005 )
 

 

 

 
 

1  
 



-77- 
 

1) 2)  
1 3)  

3)  
2  

RAS  
 

 
3  

 
 
 

 
 

 
 

(Hypothetical Extraction Method)
(Average Propagation Length)

 
RAS Bi-proportional Method DEBRIOT

U V Rectangular Method
Stochastic Productivity Frontier Analysis 

 

(MRIO) IO
 

  
(2005 )

Average Propagation Length

 
  
2012 3  

 
 



-78- 
 

  
2003

34 1  
(2008) SAM

( )56 1  
(2003) Ray

IO 11 2  
(1957)  

2008 2000
 

(2011) (2005
)  

(2003)
44 5 6(2003.5.6) 

2009

 
(2011)

19 3  
(2003)

Vol.20 no.1 
(2010) 2005  21

 2010 10  
(1995) I-O

5 4  
(1996) 2

13 2  
(1999) 1985 1990

Discussion Paper No.9901 
(2010a) 3

170  
(2010b) 2000 3

21  
(2011)

Vol.176 
Boomsma, P. and Oosterhaven,J.(1992),”A Double-Entry Method for the 
Construction of Bi-Regional Input-Output Tables,” Journal of Regional Science, 
Vol.32, No. 3, pp. 269-284. 

Eding, G., Oosterhaven, J., Vet, B. de, and Nijmeijer, H.(1999), “Constructing 
Regional Supply and Use Tables: Dutch Experiences,” in G.J.D. Hewings, M. Sonis, 
M.Maden, and Y. Kimura(ed.), Understanding and Interpreting Economic 
Structure, Springer. 

Eding,G. and Nijmeijer, H.(2011) Dutch Regional I-O tables: A Rectangular 



-79- 
 

Approach, in presented paper at the Workshop in Statistics Netherlands, 
7th July, 2011. 

Leontief, W. and A. Strout(1963), “Multiregional input-output analysis,” from 
Structural Inter-dependence and Economic Development, Tibor Barna(ed.), 
reprinted in Leontief(1986), Input-Output Economics, pp.129-161. 

Miller, R.E. and P.D. Blair (2009), Input-OutputAnalysis:Foundations and 
Extensions, Second Edition,Cambridge

Oosterhaven, J., Piek, G. and D. Stelder(1986), “Theory and Practice of Updating 
Regional versus Interregional Interindustry  Tables,” Papers of the Regional 
Science Association, Vol. 59, pp. 57-72. 

Stone, R. and J.A.C. Brown(1962),”A Long-Term Growth Model For The British 
Economy,” in R.C. Geary(ed.), Europe’s Future in Figures, North-Holland 
Publishing Company-Amsterdam, pp.294-295.



-80- 
 

Spatial Structure and Regional Development in China, edited by N. 
Okamoto and T. Ihara, IDE-JETRO, Palgrave, Macmillan (2005).

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  


	空白ページ



